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～持続可能な社会のための活動報告書～



「みやぎ生協・コープふくしま サステナビリティ・レポート」
発行にあたって

　みやぎ生協・コープふくしまは、それぞれの創立以来、地域住民のコミュニティの中核
として多数の市民を代表する組織となることを目指してきました。2019年3月には組織
合同し、これまで築いてきた伝統を守り育てるとともに、新しいことにも挑戦し、さらに
大きな範囲でより良き地域社会を創るために活動しています。
　生協が掲げる「協同」は、市場経済で強調される「競争」がもたらす諸問題を解決する考
え方です。弱肉強食の世の中ではなく、人が互いの人間性を尊重し合い、助け合うことで、
「誰一人取り残さない」世の中を目指すことにつながります。これは2015年に国連で採択
された「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）」の基本理念と
一致します。
　現在、私たちは地球的規模で生じている気候変動など環境問題や飢餓、貧困など人の生
存を脅かす諸問題に直面しています。2022年2月からのロシアによるウクライナ侵攻、
2023年10月からのハマスによる攻撃に端を発するイスラエルによるガザ侵攻など一部
地域における戦争状態の継続は諸問題を複雑化し、世界全体に悪影響を及ぼしています。
また、2019年末からのコロナ禍の下で、社会的格差など現代社会の諸問題が浮き彫りに
なるとともに、人々の生活様式が変化しつつあります。それらも含め、人類が解決すべき
諸課題に対し、SDGsは具体的な指標を定め、社会全体が取り組むことを求めています。
それゆえ、社会の一員として私たち生協もどのように貢献するかが問われています。
　このサステナビリティ・レポートは、みやぎ生協・コープふくしまの事業・活動とSDGs
の17目標の関係を、メンバー（組合員）、お取引先様、自治体、関係団体などの皆様にわか
りやすく伝えるためにまとめたものです。
　東日本大震災以来取り組んできた被災者支援はもちろん、この間積極的に取り組んでき
た再生可能エネルギーによる発電事業をはじめとした環境活動、開始から50年以上を経
て、2030年までに新たな高みを目指す「顔とくらしの見える産直　めぐみ野」、生活相談・
貸付事業、コープフードバンクなど様々な事業・活動を掲載しています。また、コロナ禍で
メンバー（組合員）の生活を支えるために奮闘した職員をはじめ
とする関係者の姿も見ることができますので、是非ご一読いただ
ければ幸いです。

みやぎ生活協同組合
理事長

冬木　勝仁

わたしたちは、協同の力で、人間らしいくらしを創造し、
平和で持続可能な社会を実現します

みやぎ生協・コープふくしまのステークホルダー（生協と関わりのある個人・団体）

みやぎ生協・コープふくしま  サステナビリティ・レポート

メンバー（組合員）を含む消費者、職員、取引先・めぐみ野生産者、地域社会（自治体、団体、他生協）、
地球環境（未来の人々）

Conten t s　目 次

掲載範囲

●対象期間　2023年3月21日～2024年3月20日（特別記述がない場合）

●対象範囲　みやぎ生協・コープふくしま、コープ東北サンネット事業連合とその子会社・関連団体
本紙でご紹介する取り組みの該当範囲を示すため、見出しの横に以下のよう
なアイコンを記載します。
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～みやぎ生協の2032ビジョン～

「地域に愛され、メンバー（組合員）によりそう生協」

みやぎ生協のありたい姿

　私たちは、誰一人取り残さず、安心してくらし
続けられる地域社会づくりに参加します。自治
体や諸団体との連携を大切にしつつ、地域の見
守り、移動販売や配食事業など、生協の事業や
活動のインフラを活用し、地域における役割発
揮を進めます。

誰もが安心してくらし続けられる地域

社会づくりに参加します

　私たちは、地域における活動を通じて、社会
のジェンダー平等と多様な人々が共生できる社
会の実現に貢献します。女性も男性も、誰もが
元気に、生きがいを持って働き続けられる生協
づくりを進めます。

ジェンダー平等（男女平等）と多様な

人々が共生できる社会づくりを推進

します

　私たちは、食生活、運動、社会参加の視点か
ら健康づくりを進めます。安全・安心はもとよ
り、より健康な食生活に向けた商品事業と組合
員活動を推進します。生活習慣病や介護予防
など「予防」を重視し、福祉事業や助け合い活
動を広げ、自治体や諸団体と連携し、地域包括
ケアシステムのネットワークに参画します。

健康づくりの取り組みを広げ、

福祉事業・助け合い活動を進めます

　私たちは、誰一人取り残さない世界をめざし
て、世界が抱える問題についての理解を深め、
助け合いの精神を貫き、ユニセフ募金などに取
り組み、世界の子どもたちを支援します。「貧困」
の連鎖をなくしていくために、子どもの貧困につ
いて学び、話し合う活動を広げ、子ども食堂や
フードバンク、フードドライブなどの取り組みを
進めます。

世界から飢餓や貧困をなくし、子ども

たちを支援する活動を推進します

　私たちは、地球の持続可能性を揺るがす気
候変動の脅威に対して、意欲的な温室効果ガ
ス削減目標（2030年環境目標）を掲げ、省エ
ネルギーと再生可能エネルギーの導入に積極的
に取り組みます。再生可能エネルギーの電源開
発や家庭用電気小売を広げ、原子力発電に頼
らないエネルギー政策への転換をめざします。

地球温暖化対策を推進し、再生可能

エネルギーを利用・普及します

　私たちは、「つくる責任」と「つかう責任」の
好循環を発展させ、持続可能な社会づくりをめ
ざします。国内外の人々、そして限りある地域
資源へ思いをはせ、商品の開発と供給を進めま
す。学習活動を通じて、エシカル消費や持続可
能な社会に関する理解を促進し、私たち自らの
消費行動やくらしのあり方を見直していきます。

持続可能な生産と消費のために、商品

とくらしのあり方を見直していきます。

　私たちは、「核なき世界」の実現のために、世
界の人々と手を携えて、核兵器を廃絶し、平和
な社会をめざす取り組みを進めます。私たちは、
次の世代に被爆・戦争体験を継承し、日本国憲
法の基本原則である平和主義のもと世界平和
の実現に積極的に貢献します。

核兵器廃絶と世界平和の実現を

めざす活動を推進します

　私たちは、「生協の21世紀理念（1997年日本生協連総会決定）」の
もと、助け合いの組織として、誰もが笑顔でくらすことができ、持続可
能な社会の実現をめざし、様々な取り組みを進めてきました。誰も取
り残さないというSDGsのめざすものは、協同組合の理念と重なり
合っています。私たちは、あらためて持続可能な社会の実現に向けて
取り組むことを、「SDGs行動宣言」としてまとめました。私たちは、以
上７つの取り組みを通じて、世界の人々とともにSDGsを実現していき
ます。

私たち生協は、SDGs（持続可能な開発目標）に
貢献することを約束（コミット）します。

コープSDGs行動宣言
私たちは、2018年に日本生協連で採択された「コープSDGs行動宣言」に賛同し、

持続可能な社会づくりにこれまで以上に取り組みます。

2022 年度、みやぎ生協・コープふくしまの 10 年後の姿を描く未来プロジェクト
「みやぎ生協の2032 ビジョン・プロジェクト」を立ち上げました。

そして、各部署で働く 職員への ヒアリング と、メンバー（組合員）への意識調査をもとに、
未来の生協のありたい姿を「2032 ビジョン」として策定しました。

ビジョンの実現のため、みんなの 力を合わせて進んでいきます。
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2032ビジョンに込めた思い

　「2032ビジョン」は、「未来プロジェクト」と称して部門横断
で選抜された、今後を担う役員と若手職員の25人で創り上げた
ビジョンです。
　創立40年を迎えた2022年に、みやぎ生協のこれから10年
をどう歩むべきか、その道しるべにするために策定しました。

　策定にあたっては、過去を振り返り、数々の困難を乗り越えて今のみやぎ生協があることをプ
ロジェクトメンバー全員で確認しあいました。
　設立してからの40年間の歴史は、歴代専務の講話や過去資料などから、私たちが知らなかった
先輩方のご苦労やその時々の英断があったことを学びました。2000年に入ってからの20年間は、
中国製冷凍餃子中毒事件や東日本大震災、東京電力福島第一原発事故、新型コロナウイルス感染
症の流行といった大きな困難が起きるたびに、生協として社会的な役割を発揮し、地域によりそ
いながら乗り越えてきたことを学び、誇りを感じました。
　また、現状把握のために職員へのヒヤリングや組合員・非組合員への意識調査も行いました。
そして、これからを予測しビジョンに活かすため、人口動態における消費動向の分析やデジタル
トランスフォーメーションの活用、情勢や環境による事業影響について確認しあいました。

　このプロジェクトを通して、大きく成長したタスクメンバーは、10年後のありたい姿を創造し、
そこからバックキャストでそのビジョンを成し得るための3つのキーワードと6つの重点課題を
定めました。

　10年後のありたい姿は「地域に愛され、メンバー（組合員）によりそう生協」
　それを成し得る3つのキーワードは「つながる」「よりそう」「つたえる」です。

　この一つひとつの言葉にビジョンへの想いが込められています。

　私たちは、未来を知ることは出来ませんが、未来を自ら創ることは出来ます。
　「みやぎ生協2032ビジョン」は、時代の変化に対応すべく、柔軟かつスピード感をもって変革
することを意識した未来ビジョンです。
　あらたな取り組みへのチャレンジと事業の見直しをベースに、強みを活かし、弱みを克服する
イノベーションを主軸に、未来につながる生協をメンバー（組合員）とともに創るビジョンとし
ています。

　みやぎ生協は、組合員数98万人、供給高は1,400億円を超える生活協同組合にまで成長しまし
た。これからも地域に愛され、メンバー（組合員）によりそう生協として、その存在価値を高めて
まいります。

◆店舗に「新たな空間More Coop」をオープンしました

～1歩1歩進んでいます～実現したビジョン

　みやぎ生協の様々な取り組みやサービスを店舗で発信する「新たな空間MoreCoop」
は、2023年度末で７店舗まで拡大しています。

●宅配ステーションを導入しました　
　宅配商品を店舗でも受け取れるサービスで、
競合との差別化を図る事ができ、みやぎ生協の
魅力のひとつになっています。店舗と宅配両方を
利用している方の利用高は高くなる傾向にあり、
生協への期待度向上にも繋がっています。
　導入当初は、店舗でのお買い物の際にご利用
頂く方が主でしたが、現在は「宅配にしかない
商品が欲しくて利用している方」「興味はあった
けど手数料がネックだった方」のご利用が増えて
います。

◆奨学金返済補助制度を導入しました

　労働組合のアンケートによると、若年層職員にとって奨学金の返済が経済的・心理的に大きな負担となっ
ていました。そうした不安を取り除くためにこの制度を導入しました。入協後5年間、1万円を上限に毎月の返
済金額の半額を補助します。
　就活生からの好感度アップとその後のメンタルヘルスケア・モチベーションアップも期待できます。今後も
将来の中核人財となり得る新卒採用者の確保と若年層職員の定着促進をめざします。

◆生協の魅力を発信するためデジタル広報に力を入れています

　生協に関心を持ってもらい、若い方をはじめとする多くの方々に生協を話題にしても
らえるよう、４つのSNSの公式アカウントを立ち上げました。TikTok、Instgram、
Youtubeを関心テーマごとに運営しています。Xは多様な事柄を扱い、他のSNSと連携
して「より多くの人が発信するツール」を目指しています。
　部門を横断し生協全体の魅力を高めるため、スピーディーな情報交換の仕組みづく
りを始めました。

よりそう・つながる・つたえる

みやぎ生協　専務理事
尾川　輝敏

◆「ガチャイベント」・「動物を探せ」企画、絵本コーナー
はお子様に大好評です。

◆アテンダントやテナント、メーカー等による様々な企画
が行なわれ、楽しみながら情報を発信しています。

◆来店者のサポートを行う「アテンダント」の取り組みは
日々進化しています。快適なお買い物ができるよう、メン
バー（組合員）に寄り添った対応を心がけています。

各種SNSは
↓こちら↓
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　生協では、メンバー（組合員）の意見を生協の運営に反映させるだけでなく、メンバー（組合員）自身が企画・参加
し、交流することで地域のコミュニティ形成につなげています。

メンバー（組合員）とつくる豊かな地域

いきいきと暮らせる地域づくり

み
やぎ

ふ
くしま

　地域のメンバー（組合員）が組織するコミュニティで、生協
の取り組みやくらしにかかわる様々なことを知り、学びなが
ら、興味・関心のあることを自分たちで企画し、「楽しくて
ためになる」活動をしています。例年開催する「コープのつど
い（みやぎ）」「ふれあいコープ（ふくしま）」という交流活動も
開催しています。

■コープクラブ（みやぎ）
　コープ委員会（ふくしま）

み
やぎ

　優れた文化・芸術を鑑賞できる機会をより多く作ること
を目的に、1987年にスタートして今年で38年目を迎えま
す。色々なジャンルを鑑賞し楽しい時間を過ごしています。
2024年度例会は「狂言」「バレエ」などを予定しています。

■こ～ぷ文化鑑賞会

　2022年度、生協の各種サービスや活動の発信拠点として「新たな空間MoreCoop」がオープンしました。利府店を1号店として、
その後愛子店・方木田店、2023年度は白石店・塩釜栄町店・明石台店・富沢店を立ち上げ、「MoreCoop」は7店舗となります。
宅配で注文した商品が店舗で受け取れる「宅配ステーション」の設置や、各部署やテナント様などが企画する様々なイベントが開催
されています。店舗では「アテンダント」（案内係）職員を配置し、売場案内や商品・サービスの説明・お買物サポートなど「思いやり」・
「心からのおもてなし」の気持ちをもって接客応対につなげています。

■新たな空間MoreCoop

　メンバー（組合員）同士が地域を超えて交流する場として、
また組合員の関心あるテーマを決めて、講師を迎え、学ぶ
場として開催しています。

み
やぎ■地域スポーツチームへの支援

　宮城県に本拠地を置くスポーツチームを資金面や選手雇
用で支援しています。地域に元気をもたらしてくれるチーム
の活躍を願い、応援しています。

楽天野球団／ベガルタ仙台／仙台89ers／マイナビ仙台レ
ディース／ヴォスクオーレ仙台／コバルトーレ女川／リガー
レ仙台

み
やぎ

スポーツで地域を元気に！

み
やぎ■U12サッカーリーグ 「めぐみ野杯」

　小学生のサッカーリーグは、毎年特定チームが勝ちあが
る、点差が開くなどリーグ参加のモチベーションが維持しづ
らくなっています。これらの問題を解消するため、（一社）宮
城県サッカー協会は2022年にU12（小学生男女）の新たな
リーグ戦を立ち上げました。みやぎ生協は「めぐみ野杯U12
リーグ」として協力しています。年に一度開催され、多くの
チームに優勝の機会を与える特徴のあるリーグです。

■小学校サッカー巡回授業支援
  （宮城県サッカー協会）

　サッカーを通して、子どもたちの絆や健やかな成長を促
進させ、心身の成長に必要な「刺激」を与えること目的とし、
併せて、小学校の教員にサッカーを通した運動、関わり方
について指導ノウハウを伝授します。
　2021年度より支援を開始し、2023年度は宮城県内31校
で開催し、3,123人が参加しました。

ふ
くしま

■ワァ～イわい　学習＆交流会

み
やぎ

ふ
くしま

ふ
くしま
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　宮城県・福島県の赤ちゃんの誕生をお祝いし、その記念と
して思い出をしまっておける「すくすくばこ」を無料でお届
けしています。箱の中には趣
旨に賛同した協賛企業様から
の育児グッズなどが入ってい
ます。2023年度は宮城 5,538
人、福島3,740人の赤ちゃんへ
お届けしました。

　みやぎ生協・コープふくしまでは、子育て応援事業活動全体を「子育て応援・エール
プログラム」とし、各部が取り組む「子育て応援・エールアクション」という事業・活動
を通して子育て世代を全力で応援しています。

子育て応援・エールアクション

み
やぎ

ふ
くしま

■ココイククラブ

み
やぎ

ふ
くしま

■すくすくばこ

　妊娠中～15歳未満の子どもを持つメンバー（組合員）を対象にし
た無料サービスです。専用サイトでは離乳食レシピやおすすめ絵本
など、子育てに役立つ様々な情報を公開しています。
　2023年度は、小学生がお店のお仕事を体験できる「こども店長」
を開催しました。店内放送やお客様のお出迎え、商品の陳列や「も
ぐもぐコープ」を体験、そして普段入る事の出来ないバックヤードを
見学し、 POP作りなどを楽しみながら学びました。

■子育てひろば（みやぎ）
■親子ひろば（ふくしま） み

やぎ
ふ
くしま

み
やぎ

ふ
くしま

み
やぎ

　0歳～未就園児とご家族を対象としたサロン活動です。
年の近いお子さんを持つ親同士で交流し、「子育てが楽し
い」と思える時間になっています。また様々な親子企画を
オンラインや児童館などでも実施しています。

　食育イベントを開催しています。中でも、児童向け「5 A 
DAY 食育体験ツアー」、園児向け「5 A DAY たべるのお
はなし教室」は、参加型体験食育教室として宮城県内の小
学校や幼稚園で授業として活用されています。

み
やぎ

■子どもたちの食育をすすめる活動

　みやぎ生協の職員で野菜ソムリエとNPO日本食育インスト
ラクターの資格を持つ「コープママ」。「楽しく・おいしく・
健康に」をキーワードに自治体や子育て支援センター、児童
館からの要請を受け、離乳食講座や親子で楽しめる食育講
座を実施しています。

み
やぎ

ふ
くしま

■コープママのサポートクッキング

み
やぎ■学校現場への支援

　宮城県内の学校への講師
紹介など様々な取り組みを
通して、教育現場を幅広く
支援しています。また、みや
ぎ生協の社会的活動の中で
学校教育につながるものを
掲載した『COOP　授業に
役立つ学習ガイドブック』
を、宮城県内のすべての小
中学校へお届けしています。

■こども食堂の支援

　子どもたちの孤食を防ぎ、地域の居場所として無料または
低価格で食事を提供する「こども食堂」。店舗集会室・調理室、
食品などを提供しながら、地域の方々も含めた交流の場作り
を応援しています。みやぎこども食堂ネットワークへ協力し、
入会団体へのギフトカード寄贈や食品の受け渡しなど、支援
のハブ機能を担っています。
　また、福島地区では、いずみ店でコープいずみ子ども食堂を、
毎月1回パントリー形式で行っています。

■富谷市乳児見守りおむつ等お届け便

　0歳児のいるご家庭に定期的におむつ等をお届けすること
を通じて、赤ちゃんと保護者を見守る宮城県富谷市の子育て
支援事業を受託しています。2023年度からは、子育て家庭
の見守りに関する研修を受けた生協の職員がお届けの際に育
児の悩みなどを伺い、アドバイスや市の子育て支援サービス
へつなげるなどの活動も始めました。

地域とともに子育てを応援

こども店長ココイク会員　特典プレゼント

2023年 見守り件数
1,108件

配達個数
2,755個

／
／
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　「めぐみ野」は、有機質肥料の
活用など、土づくりに取り組ん
でいます。
　豊かな土は生物多様性にも
貢献し、「めぐみ野」米産地であ
る宮城県の大崎地方は、2017
年、「世界農業遺産」に登録され
ました。田んぼを訪れる子ども
たちは「どうしてこんなに生き物
がいるの？」と目をキラキラさせ
ています。

　「めぐみ野」の豚肉・鶏肉・大沼牛・鶏卵・
角田丸森産牛乳・銀さけの生産には、飼料用
米を加えたエサを使っています。飼料用米の生
産と消費が増えることで水田が維持され、それ
が食料を自給する力の向上と環境保全につな
がります。

生産者と消費者をつなぐ

　猛暑、水不足、ゲリラ豪雨、海水温の上昇。少し前までは「異常気象」と言っ
ていた状況が常態化し、農水畜産業に深刻な影響を及ぼしています。さらに飼
料価格、肥料価格などの資材高騰が生産者の経営を圧迫しています。困難な中
でも、『「めぐみ野」を待っているメンバー（組合員）のために』と、生産者は工
夫と努力を重ね、生産に取り組んでいますが、コストの削減も限界です。
　「作ってくれる人がいなければ、食べることはできません」「食べてくれる人
がいなければ、作ることはできません」
　「めぐみ野」は、地域のみんなで参加する協同の運動です。「消費者」と「生
産者」を結び、メンバー（組合員）の食を支えること、生産者の生産継続を支
えることが私たちの使命です。「めぐみ野」を通して第一次産業を支え、持続
可能な地域社会に貢献します。

み
やぎ

ふ
くしま

顔とくらしの見える産直「めぐみ野」 

「めぐみ野」2030ビジョンの推進で
　　　　　　　　厳しい情勢を乗り越えよう！

コープ東北
店舗商品本部　本部長

今野 一彦

「顔とくらしの見える産直 めぐみ野」

3つの基準

❶だれ（生産者）がどこ（産地）で作ったかがわかること。
❷どのように作ったか（栽培・飼育方法）がわかること。
❸生産者とみやぎ生協のメンバー（組合員）の交流があること。

消費者・生産者の共通の願いを実現するために

「めぐみ野」と環境保全

「顔とくらしの見える産直　めぐみ野」の取り組みを通して、自然環境や生物多様性、人を大切にする
農業や漁業の維持・発展・食料自給率の向上に寄与しています。

飼料用米の活用

みんなわくわく 生き物いっぱいの田んぼ

　「めぐみ野」志津川湾産養殖銀さけの産地、宮城県志津川は「養殖銀さけ」発祥の地です。
　美しい海を守るため、水中で崩れにくく、海を汚さないペレット状（小さな固まり）のエサを与えています。また限りある
資源を有効活用するために、エサの一部に宮城県産の飼料用米を使用しています。
　志津川湾は、藻場の多様性や希少な水鳥の重要な越冬場所であることが評価され、2018年ラムサール条約（湿地保存
に関する国際条約）にも登録されました。

持続可能な養殖業と生物多様性
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　旬菜市場には「安全でおいしい野菜を食べ
たい」というメンバー（組合員）の願いと、「そ
の願いに応えたい」という生産者の思いがつま
っています。生産者が規格と価格を決めて出荷
しており、種類が多くて鮮度も良く、生産者の
自信作がそろっています。
　めぐみ野農産品は生協版GAP（※）「安心く
ん」に取り組んでいます。
（※）GAPとは食品の安全、環境保全、労働安全、

人権保護等、持続可能な農業を守る生産工程管
理の取り組みのことです。

　1991年、メンバー（組合員）で構成された産
直牛乳委員会が鳴子上原酪農組合を訪問した
とき、牛乳をしぼる際に使うタオルの消耗が激
しいことを耳にしました。
　そこで、ささやかな支援として、家庭でねむっ
ているタオルの提供を広くメンバー（組合員）に
呼び掛ける「タオル1本運動」が始まりました。
おいしい牛乳の生産に励んでもらうために続け
ているこの活動で、2023年度は8,000本、累計
15万本以上のタオルを届けています。

　「めぐみ野」は同じ地域・日本に暮らす者同士がお互いに交流しながら、「ともに地域をよく変えていこう、豊かな地域を
つくっていこう」という事業活動･運動です。例年、季節ごとの産地見学や収穫体験のほか、店舗などでの学習会を数多く開
催し、年間約8,000人がこの活動に参加しています。

　「顔とくらしが見える」関係は、メンバー（組
合員）にとっての安心感だけでなく、「買ってく
れる人がいる」「作り続けられる」という生産者
の希望にもなります。
　生産者の皆さんが地域で農業や漁業、畜産
業などを長く続けていくためにも、助け合う
「協同」の力である「めぐみ野」の活動を大切に
していきます。

生産者が作る「めぐみ野」旬菜市場

メンバー（組合員）と生産者の交流が育む「めぐみ野」

メンバー（組合員）と生産者との交流から生まれた「牛乳タオル1本運動」

タオル一本運動贈呈式

　みやぎ生協の「めぐみ野」は、なぜ安全安心なのか。コープクラブでは、様々
な商品学習会や産地見学などで学ぶ機会があります。一般の食品基準より厳し
い生協の食品基準を守って生産される「めぐみ野」商品。
　学習会では「めぐみ野」の生産者さんやバイヤー、買い手である私たち消費者
が直接お会いします。美味しさの理由やこだわり、燃料高騰などの社会情勢での
生産現場の状況、農薬の使用を、慣行栽培の半分を目標に取り組むことのご苦労
や、温暖化の影響で暑かったり寒かったりするなど、生産者さんのお話に耳を傾
けて情報の共有をしています。
　学習会参加者からは「美味しいのでいつも利用してます」「お体に気をつけて
頑張ってください」などの交流があり、「めぐみ野」は顔の見える関係で信頼が育まれています。
　「めぐみ野」は信頼のブランドです。たくさんの方に知ってもらいご利用いただきたいです。

「めぐみ野」を知って食べよう！

みやぎ生協
地域代表理事

安達　泉

　生産者・加工業者・消費者が連携し、福島県産大豆を使った
安全安心な商品（納豆・豆腐・みそ、醤油など）を作り、利用す
る地産地消の推進に取り組んでいます。大豆の生産者や加工
業者と連携して毎年「畑の学校」という活動の中で、消費者が
種まきから収穫、みそ造りまで体験して生産者などと交流して
います。

地産地消でつながる地域 “ふくしま大豆の会” ふ
くしま
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宮城県塩竈市で生まれた宮城県の名産品です。いろいろな
料理にアレンジできる優れものです。そのままでも、サラダ

でも、バター焼きでもなんにでも合います。
開発に当たっては、宮城県産大豆のミヤギ
シロメの大豆粉を使ってもらいました。

　みやぎ生協・コープふくしま以外に
も販路を広げるために、コープ東北
の子会社（株）東北協同事業開発の
もとで開発される「古今東北」商品。
全国の生協のほか、地域の小売店、
楽天市場でのネット販売にも広が
り、取り扱うアイテム数も増え続けて
います。

2015 2016 2017 2018 2019 2021 2022 20232020

2015年11月にデビューした古今東北は、2024年度で9周年目に入ります。古今東北ブラ
ンドは東北6県の食材や加工品を全国に発信し、販路を拡大することで復興と地域振興を
後押しすることをめざしています。商品開発では、宮城学院女子大学の学生とのコラボ商品
も生まれています。

東北の食と産業を伝える古今東北は9周年 東
北

生協以外の販路

株式会社直江商店様　直江　僚大さん

（株）東北協同事業開発
取締役　開発・営業部長

丹野　潤一

　「古今東北」ブランドは、震災復興や地域経済の活性化という理念で開発され
た商品ブランドです。東北の生産者の方たちの理解を得て、多くの商品開発が行
われました。さらに、多くの販路も生まれました。東北の原料を中心に開発する
ことで、東北の地産地消にも貢献することができます。「古今東北」は、東北の
原料を使用することで、東北の商品を全国にも紹介していくプラットフォームの役
割を担っていきたいと考えています。

地域に貢献できるブランドを目指します
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300 「古今東北」登録アイテム数（実績）

宮城県産大豆入り
元祖　おとうふかまぼこ

山形に４００年続く伝統野菜「あつみかぶ」の
お漬物です。今では数少ない「焼き畑農法」
で栽培され、色鮮やかで歯ごたえのある味に
仕上がっています。昔ながらのパリッとした
食感が特徴です。

株式会社マルハチ様

山形県鶴岡市温海地区産
パリっと焼畑あつみかぶ

宮城県登米市で生まれた地場名産品の油麩です。熊本油麩店が元祖で
すが、他のメーカーの生産に影響を与えました。古今東北ブランドにす
るにあたって、輸入小麦粉を岩手県産の小麦粉に切り替えてもらいまし
た。試行錯誤したうえで、岩手県産小麦「銀河の力」を試したことによって、
本来の伝統の味をひきだすことに成功しました。

宮城県産黒毛和牛のひき肉と数多くのスパ
イスを使い、和牛のコクを引き出した「キー
マカレー」になりました。有名カレーメーカー
の協力で、独自のレシピで作りました。

熊本油麩店様

岩手県産小麦銀河の力使用
香ばしの元祖あぶら麩

奥松島産を中心にした宮城県産の海苔と、気仙沼
産牡蠣を使ったオイスターソース
を隠し味に使った調味液で味付け
しました。パリッとした歯ごたえと、
三陸の風味を感じられる味付け海
苔が楽しめます。 株式会社渡辺海苔店様

宮城県産黒毛和牛使用　
コクふくらむキーマカレー

宮城県産海苔使用　
パリっとみちのく味付け海苔

震災後に復活した福島県相馬市松川浦の
「あおさ」を原料に、その風味を活かしな
がら、濃厚醤油等で味付けして、程よい甘
さの佃煮に仕上げました。

株式会社カキヤ様　統括部長　高橋さん サンヨー缶詰株式会社様

福島県松川浦産あおさ使用
磯の香広がるあおさの佃煮
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　みやぎ生協・コープふくしまは、メンバー（組合員）が安心して食品を利用できる生協づくりを進めます。取引先および生産
者と共同し、取り扱う食品の安全管理のレベルを向上させ、食に関するメンバー（組合員）の願いの実現をめざします。そのた
めに、以下の基本方針に基づく取り組みを進めます。

❶ 取引先、生産者、メンバー（組合員）とコミュニケーションをはかり、生産・仕入れ・製造・加工・メンバー（組
合員）への供給の各過程を通して、食品の安全性を高めます。

（1）食品の安全マネジメントシステムで適切な課題・目標を設定して実行し、その進捗状況を検証し、定期的に見直し、継続
的な改善ができる仕組みをより確かなものにし、運用します

（2）重大商品事故の兆候を見逃さない仕組みを向上させるとともに、万が一重大商品事故が発生した時の被害を最小にする
ため、対応方針・手順を明確にし、訓練します。

（3）安全な食品をお届けするために必要な職員の力量を高めるために、教育・啓発を計画的に行います。

❷ 食品の安全や衛生に関する法令・規制を順守するとともに、必要に応じてそれらに基づく内部ルールを制定
し管理を進めます。

❸メンバー（組合員）と産直生産者の交流を活発にし、「顔とくらしの見える産直」の運動の輪を広めます。

❹ 県内産・国内産食品の取り扱い拡大と食料自給率の向上に寄与する活動を進めます。

❺ 食に関する学習・体験の活動にメンバー（組合員）や他団体と協力して取り組み、安心できる食生活の実現に
貢献します。

食品の安全・安心に関する基本方針は、生協内外に公表します。
2011年4月2日　みやぎ生活協同組合

いつの時代も変わらない「安全な商品を安心して利用したい」というメンバー（組合員）の願いを叶え
るため、生協は設立以来、安全でより良いものを供給することを事業の重要な柱としています。

■食品の安全マネジメントシステム

　各部署で、「食品の安全・安心に関する基本方針」に基づく目標と課題を
立て、進捗状況を確認しています。その取り組みの有効性は、内部監査や外
部検査の結果も踏まえて評価し、目標に至らない場合には原因を明らかにし
て対策を補強することで改善を積み重ねています。

微
生
物
検
査

残
留
農
薬
検
査

放
射
性
物
質
検
査

問題点
と対策

目標と
計画

計画に
基づく実行

毎月の
進捗チェック

結果の
評価

　商品検査センターでは、店舗や宅配で扱っている商品（イン
ストア商品含む）について、微生物検査や放射性物質検査、残
留農薬検査を行っています。

　メンバー（組合員）の
皆様に安心して商品を
利用していただくため
に、生協の宅配や店舗
で取り扱う商品の安全
性を科学的に検証して
います。

※すべて基準値内であることを確認しました。

※検査結果は、産地の栽培計画や管理向上のために
活用しました。
※めぐみ野品は栽培計画を作成し産直使用農薬を決
めて栽培しています。
　（産直使用農薬：「使用を判断する4つの基準」に
基づき使用できる農薬を決めています）
※検査は日本生活協同組合連合会商品検査センター
で行っています。

※検査結果は店舗やメーカーの衛生管理向上のために
　活用しました。

「めぐみ野」品、コープ東北産直
アクアクララ水
大豆の会

検体数

一般市場品（野菜・果物）
一般市場品（魚介類）

合　計

61
6
6
6
10
89

宅配商品
店舗加工商品
店舗一般商品
COOP商品
生産部商品

取り扱い前商品など
合　計

1,030
1,444
479

1,281
4,781

547

検体数

「めぐみ野」野菜
「めぐみ野」米
一般商品
合　計

検体数

■お申し出対応教育

　2008年「中国製手作り餃子農薬混入事件」のときに決意したこと・反省
したことを風化させないため、採用時と毎年2月度に、事件の内容と教訓、
信頼されるお申し出対応について職員全員が学習・確認しています。

■重大商品事故管理システム

　重大な事故につながりかねない兆候を見逃していないか、お申し出に対す
る判断や対応に誤りは無いか、お申し出となった原因解明と再発防止策は
しっかり行われているかなど、最後まで対応状況を監視しています。

2023年度 商品検査検体数一覧

商品の安全対策課

東
北

商品検査センター

食品の安全・安心

みやぎ生協・コープふくしま　食品の安全・安心に関する基本方針

165
14
3

182
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　みやぎ生協・コープふくしまは、メンバー（組合員）が安心して食品を利用できる生協づくりを進めます。取引先および生産
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（2）重大商品事故の兆候を見逃さない仕組みを向上させるとともに、万が一重大商品事故が発生した時の被害を最小にする
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（3）安全な食品をお届けするために必要な職員の力量を高めるために、教育・啓発を計画的に行います。
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❹ 県内産・国内産食品の取り扱い拡大と食料自給率の向上に寄与する活動を進めます。

❺ 食に関する学習・体験の活動にメンバー（組合員）や他団体と協力して取り組み、安心できる食生活の実現に
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食品の安全・安心に関する基本方針は、生協内外に公表します。
2011年4月2日　みやぎ生活協同組合

いつの時代も変わらない「安全な商品を安心して利用したい」というメンバー（組合員）の願いを叶え
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立て、進捗状況を確認しています。その取り組みの有効性は、内部監査や外
部検査の結果も踏まえて評価し、目標に至らない場合には原因を明らかにし
て対策を補強することで改善を積み重ねています。
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と対策
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計画に
基づく実行

毎月の
進捗チェック

結果の
評価

　商品検査センターでは、店舗や宅配で扱っている商品（イン
ストア商品含む）について、微生物検査や放射性物質検査、残
留農薬検査を行っています。

　メンバー（組合員）の
皆様に安心して商品を
利用していただくため
に、生協の宅配や店舗
で取り扱う商品の安全
性を科学的に検証して
います。

※すべて基準値内であることを確認しました。

※検査結果は、産地の栽培計画や管理向上のために
活用しました。

※めぐみ野品は栽培計画を作成し産直使用農薬を決
めて栽培しています。

　（産直使用農薬：「使用を判断する4つの基準」に
基づき使用できる農薬を決めています）

※検査は日本生活協同組合連合会商品検査センター
で行っています。

※検査結果は店舗やメーカーの衛生管理向上のために
　活用しました。

「めぐみ野」品、コープ東北産直
アクアクララ水
大豆の会

検体数

一般市場品（野菜・果物）
一般市場品（魚介類）

合　計

61
6
6
6
10
89

宅配商品
店舗加工商品
店舗一般商品
COOP商品
生産部商品

取り扱い前商品など
合　計

1,030
1,444
479

1,281
4,781

547

検体数

「めぐみ野」野菜
「めぐみ野」米
一般商品
合　計

検体数

■お申し出対応教育

　2008年「中国製手作り餃子農薬混入事件」のときに決意したこと・反省
したことを風化させないため、採用時と毎年2月度に、事件の内容と教訓、
信頼されるお申し出対応について職員全員が学習・確認しています。

■重大商品事故管理システム

　重大な事故につながりかねない兆候を見逃していないか、お申し出に対す
る判断や対応に誤りは無いか、お申し出となった原因解明と再発防止策は
しっかり行われているかなど、最後まで対応状況を監視しています。

2023年度 商品検査検体数一覧

商品の安全対策課

東
北

商品検査センター

食品の安全・安心

みやぎ生協・コープふくしま　食品の安全・安心に関する基本方針

165
14
3

182
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地域のインフラとして

■高齢者の見守り

　宮城・福島県内の自治体と「高齢者見守りの取り組みに関する協定」を締結してい
ます。宅配、ふれあい便、夕食宅配では、配達時にいつもと違う状況に気付いた場合
に行政窓口へ連絡し、安否を確認しています。

地域の見守り活動

■包括連携協定

　宮城県内の自治体と包括連携協定を締結しています。
「誰もが安心してくらせる地域づくり」に向け、これからも幅
広い分野で連携していきます。

■災害時における応急生活物資の供給協定

　宮城県・福島県で合わせて29自治体、3団体と「災害
時における応急生活物資の供給協定」を締結していま
す。また、2つの広域消防組合と「緊急消防援助隊派遣
時における食料物資の供給協力協定」を締結し、近年頻
発している大規模自然災害時に備えています。

自治体等との連携

■首長・議員懇談会

　宮城県・福島県の首長や宮城県議・仙台市議
と、メンバー・組合員との懇談会を年に1回行っ
ています。「誰もが安心してくらせる地域づく
り」というテーマで、生協と行政それぞれの取
り組みについて情報交換し、メンバー・組合員
からは地域住民としての率直な意見を直接行
政に伝える貴重な機会になっています。

2023年度メンバー（組合員）
異変発見件数

66

40

11

117

宅配

夕食宅配

ふれあい便

計

協定締結自治体一覧

宮城県10市町（2024年4月末時点）
●宮城県　●東松島市　●石巻市　●七ヶ宿町　●塩竈市　
●大崎市　●富谷市　●仙台市　●白石市　●利府町　●栗原市

　家計見直しのアドバイスや、金融機関からの借り入れができない場
合の生活資金のご相談など、お金に関する様々なご相談をお受けして
います。相談内容に応じて、公的支援や法的制度をご案内し、生協
独自の貸付支援も検討します。また、宮城県および仙台市の委託を受
け、「生活困窮者自立支援制度家計改善支援事業」の窓口として地域
社会に貢献しています。

くらしと家計の相談室（生活相談・家計再生支援貸付事業） み
やぎ

地域のセーフティネットとして

自治体

社会福祉
協議会

NPO
専門機関
他団体

弁護士
司法書士

コープ
フードバンク・
助け合いの会

生協
相談窓口

内容によってはすぐに弁護士などの専門
家や消費生活センター、警察、行政など
の公的機関等へつなぐなど、相談者の
問題解決をサポートします。

　お取引先様などから余剰食品の無償提
供を受け、社会福祉団体などに無償で提供
しています。食品の無駄をなくすとともに、
誰でも安心してくらせる地域づくりをめざし
ています。

コープフードバンク 提供先団体・施設数東
北
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提供先団体数

　みやぎ生協のフードドライブは、支援を必要とする施設や団体とつ
ながり、ニーズに合った食品をメンバーに呼びかけています。
　2023年度は42店舗（50エリア）、八乙女本部で実施し、計10,329
食をのべ72団体へ寄贈しました。

フードドライブ

福島市長懇談会仙台市長懇談会

緊急消防援助隊派遣時における食料物資の供給協力協定
　●仙台市消防局　●石巻地区広域行政事務組合

宮城県2団体、福島県1団体
■宮城県　●日本赤十字社宮城県本部　●㈱フクダ・アンド・パートナーズ
■福島県　●社会法人福島県老人施設協議会

自
治
体

団
体

災害時物資協定　締結自治体・団体一覧
■宮城県25自治体　
●仙台市　●塩竃市　●多賀城市　●松島町　●七ケ浜町　●利府町　●大和町　●大郷町　●富谷市　●大衡村　●名取市　●岩沼市　●亘理町
●山元町　●登米市　●石巻市　●大崎市　●東松島市　●白石市　●加美町　●南三陸町　●気仙沼市　●大河原町　●七ヶ宿町　●涌谷町
■福島県4自治体
●福島市　●玉川村　●浅川町　●桑折町

（2024年4月末時点）
2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2020 20212019 2022 2023
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ながり、ニーズに合った食品をメンバーに呼びかけています。
　2023年度は42店舗（50エリア）、八乙女本部で実施し、計10,329
食をのべ72団体へ寄贈しました。
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緊急消防援助隊派遣時における食料物資の供給協力協定
　●仙台市消防局　●石巻地区広域行政事務組合

宮城県2団体、福島県1団体
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　介護・福祉事業を担うこーぷ福祉会は、在宅高齢者向けの介護拠点を宮城県仙台市内の3か所に設置しているほ
か、サービス付き高齢者向け住宅「こ～ぷなごみの杜桜ヶ丘」を開設し、高齢者の自立した生活を支援しています。ま
た、職員の子育て応援として、事業所内保育園「コープこやぎの保育園」も仙台市に設置しています。

■みやぎ生協桜ヶ丘店に地域包括支援センター

　仙台市の委託を受け、こーぷ福祉会が運営している桜ヶ丘地
域包括支援センターは、みやぎ生協桜ヶ丘店の一角にあります。
お店の中にあることで、買い物ついでに気軽に寄ることができ
ます。

　「住みなれた地域で安心してくらしたい」「少しの
手助けがあれば自立した生活が出来るのに」という
思いを抱える会員どうしの助け合い、支え合いの活
動です。高齢の方、障がいのある方、子育て中の方な
どのために、くらしの困りごとを、活動できる会員が
有償でお手伝いしています。

活動内容例

社会福祉法人　こーぷ福祉会 み
やぎ

社会福祉の向上

くらしの助け合いの会 み
やぎ

ふ
くしま

●室内の掃除
●食事作り
●話し相手
●買い物

●通院など外出の付き添い
●産前産後の支援
●草取りなど

■みやぎ生協福祉活動助成金

　地域福祉の向上をめざし、福祉活動に関わ
る地域活動や研究活動を支援する事業に、
毎年2回、総額1,000万円を上限に助成金を
贈呈しています。贈呈式には助成団体が集ま
るため、分野を超えた団体の交流の場にもな
っています。

●美里町の親子サークルぶっくしぇるふ
●やおとめこども食堂
●つばめこども食堂
●特定非営利活動法人　フードバンク仙台
●La boite a jouets-音楽の、おもちゃ箱-
●ひまわりスマイルプロジェクト
●わくわくこどもカフェ
●一般社団法人　ＡＮＤＭＡＭＡＣＯ
●特定非営利活動法人　全国要約筆記問題研究会宮城県支部

●ハッピースマイル
●みやぎ多胎ネット
●つながるカフェ　プルースト
●DATE na sendai collection
●ダクシオンプロジェクト

上期 助成団体（18団体）

下期 助成団体（10団体）

コープトリプルカード

民間団体への支援

　みやぎ生協、日専連加盟店、JCB加盟
店で利用できるクレジットカードです。

み
やぎ

■COOPトリプルカード
　みやぎスマイル基金

　みやぎ生協と（株）日専連ライフサービ
ス様が社会貢献を目的に協力して始まった
「みやぎスマイル基金」。COOPトリプル
カードでの決済1回につき1円を1年間積み
立て、年に1度、学校や学生が取り組む地
域貢献活動へ助成しています。

み
やぎ

●宮城県白石高等学校　
　持続可能な経済と生産・消費（白石駅前活性化）ゼミ
●宮城県柴田農林高等学校川崎校（1・2年）
●宮城学院中学校高等学校　自然科学班（MGSC）
●学校法人北杜学園　仙台医療福祉専門学校　社会福祉学科
●宮城県角田高等学校

2023年度　助成団体（10団体）

2023年度上期・下期みやぎ生協福祉活動助成金　採択団体一覧

●宮城県水産高等学校
●宮城大学
●尚絅学院大学　学校教育学類　
　笑顔でつなぐSDGｓ七夕飾りプロジェクト実行委員会
●東北大学たなぼた
●東北福祉大学学生サークル　Positive Action students Supporters

●気仙沼子育てコレクティブインパクトプラットフォーム
　「コソダテノミカタ」
●仙台若林子ども劇場
●社会福祉法人　わらしべ舎　わらしべ舎西多賀工房
●トライ・エッグ・コム
●あたごふれあい食堂
●一般社団法人　フードバンクいしのまき
●Ｌｅｔ'ｓ Ｆｉｔ～繋ぐ～
●特定非営利活動法人　みやぎ県子ども・おやこ劇場
●もりの工房

●特定非営利活動法人　ペット終活サポートネット宮城
●特定非営利活動法人　時のひかり
●一般社団法人　ございん八木山（非営利活動法人）
●まるわ
●KOSODATE応援会

23



　介護・福祉事業を担うこーぷ福祉会は、在宅高齢者向けの介護拠点を宮城県仙台市内の3か所に設置しているほ
か、サービス付き高齢者向け住宅「こ～ぷなごみの杜桜ヶ丘」を開設し、高齢者の自立した生活を支援しています。ま
た、職員の子育て応援として、事業所内保育園「コープこやぎの保育園」も仙台市に設置しています。
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社会福祉法人　こーぷ福祉会 み
やぎ

社会福祉の向上
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やぎ

ふ
くしま
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●食事作り
●話し相手
●買い物

●通院など外出の付き添い
●産前産後の支援
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■みやぎ生協福祉活動助成金

　地域福祉の向上をめざし、福祉活動に関わ
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コープトリプルカード

民間団体への支援
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み
やぎ
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　みやぎスマイル基金

　みやぎ生協と（株）日専連ライフサービ
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み
やぎ

●宮城県白石高等学校　
　持続可能な経済と生産・消費（白石駅前活性化）ゼミ
●宮城県柴田農林高等学校川崎校（1・2年）
●宮城学院中学校高等学校　自然科学班（MGSC）
●学校法人北杜学園　仙台医療福祉専門学校　社会福祉学科
●宮城県角田高等学校

2023年度　助成団体（10団体）

2023年度上期・下期みやぎ生協福祉活動助成金　採択団体一覧

●宮城県水産高等学校
●宮城大学
●尚絅学院大学　学校教育学類　
　笑顔でつなぐSDGｓ七夕飾りプロジェクト実行委員会
●東北大学たなぼた
●東北福祉大学学生サークル　Positive Action students Supporters

●気仙沼子育てコレクティブインパクトプラットフォーム
　「コソダテノミカタ」
●仙台若林子ども劇場
●社会福祉法人　わらしべ舎　わらしべ舎西多賀工房
●トライ・エッグ・コム
●あたごふれあい食堂
●一般社団法人　フードバンクいしのまき
●Ｌｅｔ'ｓ Ｆｉｔ～繋ぐ～
●特定非営利活動法人　みやぎ県子ども・おやこ劇場
●もりの工房

●特定非営利活動法人　ペット終活サポートネット宮城
●特定非営利活動法人　時のひかり
●一般社団法人　ございん八木山（非営利活動法人）
●まるわ
●KOSODATE応援会
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　買い物に困難を抱える方をサポートできるサービス・ケア・アテンダント資格者の育成や、バリアレスな店舗内装
など、地域の皆さんが買い物をしやすいお店づくりをめざしています。

誰も取り残さない買い物のかたち

■地域密着型コンビニFamily Mart + COOP

　みやぎ生協の子会社が運営する「Family Mart + COOP」
は、地域のくらしに役立つ店舗として、宮城県七ヶ宿町、仙台
市鶴ヶ谷に2店舗営業しています。お買い物だけではなく、地
域のコミュニティの場として、「昔ながらの商店」のような地
域密着型のお店づくりをめざしています。

東
北

店舗事業

　地域の高齢化が進む中、宅配事業に求められる社会貢献としての役割も大きくなってきています。個人宅配時
の在宅状況を離れて暮らす親族へメールでお知らせする「個配メールサービス」をはじめ、子育て支援の「ママ
割」や「シニア割」「障がい者サポート値引」「介護サポート値引」サービスのご利用案内、平日毎日お届けの夕食
宅配サービスでの見守り活動など、安心してご利用いただける取り組みを進めています。

宅配、夕食宅配事業

運行エリア

み
やぎ

ふ
くしま

　現在、宮城県9店舗、福島県
1店舗を拠点に運行しているせ
いきょう便。年々深刻になる
買い物困難地域のニーズに対
応しながら、運行台数とエリ
アを拡大し続けています。

移動店舗せいきょう便

み
やぎ

ふ
くしま

⑦方木田店

⑥大河原店

⑧亘理店

⑤塩釜栄町店
④柳生店
⑨愛子店

⑩国見ヶ丘店 ③明石台店

①加賀野店

②蛇田店

　会員登録をしていただいた方を対象に、週2回、お店の
商品を自宅まで届ける買い物代行サービスです。現在は
宮城県内17店舗で取り組み、地域の見守り活動としても
役立っています。

買い物代行サービスこ～ぷふれあい便 み
やぎ

宮城県内 15台
福島県内 1台

稼働台数

（2024年4月時点）

ご注文内容の確認

店で商品を選ぶ

レジで会計

セット

積み込み

お届け・次回分注文聞き取り

利用の流れ

▲セルフレジでは、お買い物清算中、お困りの
メンバー（組合員）さんに対して素早く、き
め細かな接客を心がけています。

▲ご要望の多いセルフレジの導入を拡大して
います。2024年2月現在18店舗に拡大し
ました。

▲お客さまに安心してお買い物していただける
よう、毎年、日本盲導犬協会スマイルワン仙
台様のご協力で、視覚障がい者や盲導犬をお
連れの方への対応方法を学習しております。
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働きやすさとダイバーシティ

誇りと展望が持てる組織づくり

　スポーツや趣味を通じて、部署・事業所の枠を超えたコミュ
ニケーションを促すための支援制度。活動内容や活動計画な
どを申請してサークルとして認められれば、活動費用の一部
を生協が支援しています。現在は26のサークルが登録されて
います。

　みやぎ生協・コープふくしまでは、職員が出産後や、育児・介護の最中でも働き続けられるよう、法定基準以上の制
度を整備し、ポスター等で周知しています。また、総務部職員が個別の相談に応じています。

 みやぎ生協・コープふくしまでは、さまざまな雇用形態、ライフステージの人々が働き続けられる組織をめざし、多様な
人材が活躍できる仕組みづくり、コミュニケーションの活発化に努めています。

サークル活動支援制度

　現在、みやぎ生協・コープふくし
ま合わせて161人の障がい者が店
舗を中心とした事業所で働いてい
ます。それぞれの特性や能力を活
かせるよう、周囲の職員や総務部
が力を合わせ、何かしらの制約が
ある人も働ける環境を作っていま
す。受け入れる職員の理解と配慮
の工夫も広がり、みやぎ生協への
就労希望者は増えてきています。

障がい者雇用

育児・出産・介護休業

　メンタル不調で休職した職員がスムーズに復職できるように、産業医、健康管理室、総務部が協力して支援する制度
があり、復職後の就労支援を行います。
　また、がんや難病と仕事を両立するために、該当部署、健康管理室、総務部が協力して支援しています。

リハビリ勤務制度

　「しごと報告カード」は、仕事の中で発見したこと、改善のため
に実行したことなどを記入して提出するものです。優れた「しごと
報告カード」を半期に一度表彰します。
　また、「しごと報告カード」で業務改善につながる提案も集め、
さらなる生産性向上や、働きやすい職場環境づくりをめざしてい
ます。

しごと報告カード

み
やぎ

ふ
くしま
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障がい者雇用率の推移

■出産・育児支援制度

■介護支援制度

制度名 内　容 2023年度利用人数
18人
13人

① 70人
②   5人

14人

31人

1日1時間取得可能。
①子どもが満3歳になるまで取得可能。
②産後パパ育休（子の出生後8週間以内に4週間まで、2回分割して取得可能）
子どもが小学校3年生の修了まで取得可能（短時間勤務）。
小学校就学前までの第1子の場合は年間5日、
2子以上の場合は年間10日、1日単位で取得可能。

通算2日以内で取得可能。
妊娠時短

育児休業

育児時短

子の看護休暇

配偶者出産休暇

制度名 内　容 2023年度利用人数
35人
6人

31人

対象家族1人につき1年取得可能（アルバイトは法定の通算93日間）。

対象家族が1人の場合は年間5日間、2人以上の場合は年間10日間、
1日単位で取得可能。

短時間勤務
介護休業

介護休暇

介護時短
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14人

31人
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②産後パパ育休（子の出生後8週間以内に4週間まで、2回分割して取得可能）
子どもが小学校3年生の修了まで取得可能（短時間勤務）。
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通算2日以内で取得可能。
妊娠時短

育児休業

育児時短
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配偶者出産休暇

制度名 内　容 2023年度利用人数
35人
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31人

対象家族1人につき1年取得可能（アルバイトは法定の通算93日間）。
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　2030年目標として「CO₂排出量 2013年度比
80%削減」を掲げました。具体的には、地球温暖化
係数（※₁）のきわめて低い自然冷媒（CO₂冷媒）
を使った冷凍・冷蔵設備の導入、電気自動車の導
入、SVO（※₂）コージェネレーション発電機の導
入、再エネ電力比率の高い電力への切り替え、な
どに取り組んでいます。

CO2排出量（t-CO2）

2030年目標「CO₂排出量2013年度比80%削減」
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（※₁） 大気中に放出されたときに、一定時間内に地
球に与える温暖化への影響の比率。

（※₂） 使用済み食用油を原料にした軽油の代替燃
料。Straight vegetable oil の略。

店舗にリサイクルボックスを設置し、古紙や牛乳パック、プ
ラスチック容器などを回収しているほか、自治体の事業に
協力し、小型家電や使用済み食用油の回収ボックスを設置
している店舗もあります。また、23年度から一部の店舗へペ
ットボトル回収機を導入しています。ペットボトル回収機は、
投入本数に応じてコープポイントが付与され、お子様にも
大人気で回収本数も増えています。それに加えペットボトル
を1/3に減容することで輸送時のCO2も削減しています。

メンバー（組合員）からの資源回収

循環型社会の構築～ 3R ～
みやぎ生協リサイクルセンター

　みやぎ生協では、事業所からも廃棄物を集
め、自ら分別、収集、再資源化しています。紙類
やプラスチック類のほか、店舗の農産・惣菜部
門で発生した食品残さも集めており、エコフィー
ド化（※）して県内の養豚場に出荷しています。
これにより、高い食品リサイクル率を維持してい
ます。

（※）乳酸発酵による液状飼料化

■プラスチック資源
　100％リサイクル

回収した
プラスチック系
廃棄物

内訳（重量）

メンバー
（組合員）
からの回収

73%

事業系
廃棄物

27% 食品トレー

38%

ペットボトル

24%

卵パック 7%
ペットボトルキャップ 4%

　レジ袋の有料化に取り組むほか、
メンバー（組合員）や事業所から集
められたプラスチックごみのリサイ
クルに取り組んでいます。回収した
プラスチックごみは、再生プラスチ
ック素材や高炉用燃料として、ほぼ
100％再利用されています。

事業系廃棄物の
リサイクル率 食品リサイクル率

86.3% 89.5%

　2022年9月に策定したみやぎ生協の環境・サステナビリティ政策とアクションプラン「7つの行動指針」に沿って、
2024年3月より環境方針の重点課題を4項目から7項目へ改定しました。

環境理念
みやぎ生協・コープふくしまは、メンバー(組合員)と職員の活動や事業における取り組みを通して環境負荷の
低減と自然との共生に貢献し、持続的に発展する社会づくりに寄与します。

この環境方針は、生協内外に公表します

環境方針
みやぎ生協・コープふくしまは、食料品、衣料品、日用品雑貨等の商品をメンバー（組合員）に供給しているこ
とを踏まえ、環境理念を基に環境保全活動を進め、事業者としての社会的な責任を果たします。

1．「低炭素社会、循環型社会、自然と共生した社会づくり」の3つの視点で、重点課題として以下の７
項目をメンバー（組合員）とともに取り組みます。

2．環境に関する法規制及びみやぎ生協・コープふくしまが受け入れを決めた要求事項（協定書など）
を順守します。

3．環境汚染の予防と自ら構築した環境マネジメントシステムの継続的な改善に努めます。

4．全職員及び業務委託先に教育・啓発を積極的に行い、環境方針の理解と環境意識の向上を図ります。

１）エシカル消費に対応した商品を拡大・普及させ、エシカル消費に共感できる消費者を社会の中に増やしていきます。
２）生協事業のサプライチェーン全体と、メンバー（組合員）の生活における温室効果ガス排出削減に取り組みます。
３）再生可能エネルギーの開発を通して、日本における再エネ導入量を増加させるとともに、持続可能な地域づくりに貢献します。
４）生協事業で使用するプラスチック製容器包装と紙を削減します。また、持続可能な原材料への切り替えを進めます。
５）生協事業から排出される容器包装等の回収・リサイクルを、メンバー（組合員）とともに推進します。
６）生協事業ならびにメンバー（組合員）家庭から生じる食品廃棄物・食品ロスの削減を進めます。
７）メンバー（組合員）とともに環境保全活動を推進し、自然共生社会の実現を目指します。
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各事業所

リサイクルセンター

発泡スチロール 卵パック
軟質系プラスチック 古紙 食品残さ

再生プラスチック
原料

高炉用
燃料

再生紙
原料

液状飼料化
（エコフィード）

宮城県内の
養豚場

　太陽光、風力、水力、バイオマスの自然エネルギーにより発電されたFIT電気・
再生可能エネルギーの比率が100％(2023年度計画値)の「ソフトでんき」の
販売を実施しています。
　東北地方にある自然のエネルギーで発電された「地産地消」の再生可能エ
ネルギーの利用を広げることで、再生可能エネルギー発電の拡大とエネルギー
自給率向上などに寄与します。

みらいにやさしい　COCOENE（ココエネ）

（※１）FIT電気を含みます。（※２参照）
（※２）この電気を調達する費用の一部は、当社以外のお客様も含めて電気の利用者が
負担する賦課金によって賄われており、当社が販売するFIT電気は、ＣＯ２排出量について、
火力発電なども含めた全国平均の電気のＣＯ２排出量をもった電気として扱われます。
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　2030年目標として「CO₂排出量 2013年度比
80%削減」を掲げました。具体的には、地球温暖化
係数（※₁）のきわめて低い自然冷媒（CO₂冷媒）
を使った冷凍・冷蔵設備の導入、電気自動車の導
入、SVO（※₂）コージェネレーション発電機の導
入、再エネ電力比率の高い電力への切り替え、な
どに取り組んでいます。

CO2排出量（t-CO2）

2030年目標「CO₂排出量2013年度比80%削減」
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（※₁） 大気中に放出されたときに、一定時間内に地
球に与える温暖化への影響の比率。

（※₂） 使用済み食用油を原料にした軽油の代替燃
料。Straight vegetable oil の略。

店舗にリサイクルボックスを設置し、古紙や牛乳パック、プ
ラスチック容器などを回収しているほか、自治体の事業に
協力し、小型家電や使用済み食用油の回収ボックスを設置
している店舗もあります。また、23年度から一部の店舗へペ
ットボトル回収機を導入しています。ペットボトル回収機は、
投入本数に応じてコープポイントが付与され、お子様にも
大人気で回収本数も増えています。それに加えペットボトル
を1/3に減容することで輸送時のCO2も削減しています。

メンバー（組合員）からの資源回収

循環型社会の構築～ 3R ～
みやぎ生協リサイクルセンター

　みやぎ生協では、事業所からも廃棄物を集
め、自ら分別、収集、再資源化しています。紙類
やプラスチック類のほか、店舗の農産・惣菜部
門で発生した食品残さも集めており、エコフィー
ド化（※）して県内の養豚場に出荷しています。
これにより、高い食品リサイクル率を維持してい
ます。

（※）乳酸発酵による液状飼料化

■プラスチック資源
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27% 食品トレー

38%

ペットボトル

24%

卵パック 7%
ペットボトルキャップ 4%

　レジ袋の有料化に取り組むほか、
メンバー（組合員）や事業所から集
められたプラスチックごみのリサイ
クルに取り組んでいます。回収した
プラスチックごみは、再生プラスチ
ック素材や高炉用燃料として、ほぼ
100％再利用されています。

事業系廃棄物の
リサイクル率 食品リサイクル率

86.3% 89.5%

　2022年9月に策定したみやぎ生協の環境・サステナビリティ政策とアクションプラン「7つの行動指針」に沿って、
2024年3月より環境方針の重点課題を4項目から7項目へ改定しました。

環境理念
みやぎ生協・コープふくしまは、メンバー(組合員)と職員の活動や事業における取り組みを通して環境負荷の
低減と自然との共生に貢献し、持続的に発展する社会づくりに寄与します。

この環境方針は、生協内外に公表します

環境方針
みやぎ生協・コープふくしまは、食料品、衣料品、日用品雑貨等の商品をメンバー（組合員）に供給しているこ
とを踏まえ、環境理念を基に環境保全活動を進め、事業者としての社会的な責任を果たします。

1．「低炭素社会、循環型社会、自然と共生した社会づくり」の3つの視点で、重点課題として以下の７
項目をメンバー（組合員）とともに取り組みます。

2．環境に関する法規制及びみやぎ生協・コープふくしまが受け入れを決めた要求事項（協定書など）
を順守します。

3．環境汚染の予防と自ら構築した環境マネジメントシステムの継続的な改善に努めます。

4．全職員及び業務委託先に教育・啓発を積極的に行い、環境方針の理解と環境意識の向上を図ります。

１）エシカル消費に対応した商品を拡大・普及させ、エシカル消費に共感できる消費者を社会の中に増やしていきます。
２）生協事業のサプライチェーン全体と、メンバー（組合員）の生活における温室効果ガス排出削減に取り組みます。
３）再生可能エネルギーの開発を通して、日本における再エネ導入量を増加させるとともに、持続可能な地域づくりに貢献します。
４）生協事業で使用するプラスチック製容器包装と紙を削減します。また、持続可能な原材料への切り替えを進めます。
５）生協事業から排出される容器包装等の回収・リサイクルを、メンバー（組合員）とともに推進します。
６）生協事業ならびにメンバー（組合員）家庭から生じる食品廃棄物・食品ロスの削減を進めます。
７）メンバー（組合員）とともに環境保全活動を推進し、自然共生社会の実現を目指します。
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　太陽光、風力、水力、バイオマスの自然エネルギーにより発電されたFIT電気・
再生可能エネルギーの比率が100％(2023年度計画値)の「ソフトでんき」の
販売を実施しています。
　東北地方にある自然のエネルギーで発電された「地産地消」の再生可能エ
ネルギーの利用を広げることで、再生可能エネルギー発電の拡大とエネルギー
自給率向上などに寄与します。

みらいにやさしい　COCOENE（ココエネ）

（※１）FIT電気を含みます。（※２参照）
（※２）この電気を調達する費用の一部は、当社以外のお客様も含めて電気の利用者が
負担する賦課金によって賄われており、当社が販売するFIT電気は、ＣＯ２排出量について、
火力発電なども含めた全国平均の電気のＣＯ２排出量をもった電気として扱われます。
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　環境省が進める「地域連携・低炭素水素技術実証事業」に2023年度も2つの取り組みを継続して行いました。

● 2017年～2021年実証事業、2022年～2023年継続事業、2024年度も継続事業予定
● 宮城県富谷市内、富谷市日吉台児童館、一般家庭３軒、みやぎ生協明石台店
● 事業参画者：株式会社日立製作所、富谷市、丸紅株式会社、みやぎ生協

自治体や企業との共同事業「地域連携・低炭素水素技術実証事業」 み
やぎ

再生可能エネルギーの普及拡大
　太陽光発電設備、廃食油を燃料としたSVO（Straight vegetable oil）コージ
ェネレーション発電機を店舗、宅配センター、本部へ設置しています。また、みや
ぎ生協、ISEP、福島環境研究開発がコープいわき
太陽光発電合同会社に共同出資する形、みやぎ生
協、ひっぽ電力、ISEPがコープ丸森太陽光発電合
同会社に共同出資する形での太陽光発電事業を
行い、東北各地での再生可能エネルギー事業の拡
大に努めています。

　「顔とくらしの見える産直めぐみ野」商品、地産地消商品、環境配慮商品の普及拡大に取り組んでいます。
このことで、低炭素社会、循環型社会、自然との共生（生物多様性）をめざしています。

■福島市岡島ソーラーシェアリング

　福島県福島市岡島地区でブドウを栽培している長谷
川農園さんの農地にソー
ラーパネルを設置し、売
電収入の一部を信達青
果生産出荷組合連合会
に寄付しています。

生産から廃棄を通して環境負
荷が少なく、環境保全に役立
つと認められた商品

　（株）ゴチカン、ISEPと協力し、福島県二本松市の耕
作放棄地をブドウやエ
ゴマなどの農地に変
え、その上に約6万㎡
のソーラーパネルを設
置しました。

再生可能エネルギー事業への投資

ソーラーシェアリング発電所への投資

環境にやさしい商品の普及
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ふ
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■二本松営農ソーラー

コープいわき太陽光発電（2024年度稼働予定）

エコマーク

海の資源を枯渇させないよう、
漁獲量や漁法量の時期、生態
系などに配慮した漁業で取ら
れた水産製品

MSC（海洋管理協議会）

環境保護・労働者や家族の生
活向上など、持続可能な農業
のための包括的な基準を満た
した農園に与えられる認証

レインフォレスト・
アライアンス認証

責任ある森林管理をしている
林業者を支援し、世界の森林
保全貢献につながる木材製品

FSC（森林管理協議会）

■主な環境配慮商品

■安全性を含む技術認証
コープ丸森太陽光発電（2024年度稼働予定）羽川風力発電

● 2021年「浪江町の復興まちづくり及び
水素利活用を含めた脱炭素化に向けた
連携協力に関する協定」

● 2022年～2023 年社会実装事業
● 福島県浪江町内、町所有施設に水素充
填施設、町内の事業所

● 事業参画：株式会社日立製作所、丸紅
株式会社、パナソニック株式会社、みや
ぎ生協

■水素サプライチェーンの社会実装

■亘理店

2024年2月13日稼働（宮城県補助金活用）
　店舗屋根に太陽光パネル1,300枚、発電能力375kw
を設置し店舗の電気使
用量の約3割を自家消費
する見込みです。
　太陽光パネルは薄型
軽量タイプを採用しまし
た。

　

■アクアクララみやぎ生協

2023年11月2日稼働（宮城県補助金活用）
　アクアクララ工場屋根に192枚、発電能力49.5kwを
設置し工場の電気使用
量約の3割を自家消費す
る見込みです。
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　環境省が進める「地域連携・低炭素水素技術実証事業」に2023年度も2つの取り組みを継続して行いました。

● 2017年～2021年実証事業、2022年～2023年継続事業、2024年度も継続事業予定
● 宮城県富谷市内、富谷市日吉台児童館、一般家庭３軒、みやぎ生協明石台店
● 事業参画者：株式会社日立製作所、富谷市、丸紅株式会社、みやぎ生協

自治体や企業との共同事業「地域連携・低炭素水素技術実証事業」 み
やぎ

再生可能エネルギーの普及拡大
　太陽光発電設備、廃食油を燃料としたSVO（Straight vegetable oil）コージ
ェネレーション発電機を店舗、宅配センター、本部へ設置しています。また、みや
ぎ生協、ISEP、福島環境研究開発がコープいわき
太陽光発電合同会社に共同出資する形、みやぎ生
協、ひっぽ電力、ISEPがコープ丸森太陽光発電合
同会社に共同出資する形での太陽光発電事業を
行い、東北各地での再生可能エネルギー事業の拡
大に努めています。

　「顔とくらしの見える産直めぐみ野」商品、地産地消商品、環境配慮商品の普及拡大に取り組んでいます。
このことで、低炭素社会、循環型社会、自然との共生（生物多様性）をめざしています。

■福島市岡島ソーラーシェアリング

　福島県福島市岡島地区でブドウを栽培している長谷
川農園さんの農地にソー
ラーパネルを設置し、売
電収入の一部を信達青
果生産出荷組合連合会
に寄付しています。

生産から廃棄を通して環境負
荷が少なく、環境保全に役立
つと認められた商品

　（株）ゴチカン、ISEPと協力し、福島県二本松市の耕
作放棄地をブドウやエ
ゴマなどの農地に変
え、その上に約6万㎡
のソーラーパネルを設
置しました。

再生可能エネルギー事業への投資

ソーラーシェアリング発電所への投資

環境にやさしい商品の普及

み
やぎ

ふ
くしま

ふ
くしま

■二本松営農ソーラー

コープいわき太陽光発電（2024年度稼働予定）

エコマーク

海の資源を枯渇させないよう、
漁獲量や漁法量の時期、生態
系などに配慮した漁業で取ら
れた水産製品

MSC（海洋管理協議会）

環境保護・労働者や家族の生
活向上など、持続可能な農業
のための包括的な基準を満た
した農園に与えられる認証

レインフォレスト・
アライアンス認証

責任ある森林管理をしている
林業者を支援し、世界の森林
保全貢献につながる木材製品

FSC（森林管理協議会）

■主な環境配慮商品

■安全性を含む技術認証
コープ丸森太陽光発電（2024年度稼働予定）羽川風力発電

● 2021年「浪江町の復興まちづくり及び
水素利活用を含めた脱炭素化に向けた
連携協力に関する協定」

● 2022年～2023 年社会実装事業
● 福島県浪江町内、町所有施設に水素充
填施設、町内の事業所

● 事業参画：株式会社日立製作所、丸紅
株式会社、パナソニック株式会社、みや
ぎ生協

■水素サプライチェーンの社会実装

■亘理店

2024年2月13日稼働（宮城県補助金活用）
　店舗屋根に太陽光パネル1,300枚、発電能力375kw
を設置し店舗の電気使
用量の約3割を自家消費
する見込みです。
　太陽光パネルは薄型
軽量タイプを採用しまし
た。

　

■アクアクララみやぎ生協

2023年11月2日稼働（宮城県補助金活用）
　アクアクララ工場屋根に192枚、発電能力49.5kwを
設置し工場の電気使用
量約の3割を自家消費す
る見込みです。

　

32



　宮城県内の緑と自然を豊かにするために始まった「こ～ぷの森」の活動。アルミ缶や廃食油回収の売却益や
「COOP緑の基金」に寄せられた募金を活用し、植林や下草刈などに取り組んでいます。また、メンバー（組合員）
が参加できる活動として、体験会などが開かれます。

こ～ぷの森は宮城県内14ヶ所に広がっています。

こ～ぷの森 み
やぎ

こ～ぷの森
みつみねやま

三峯山
（大和町） こ～ぷの森

しんぎょうどうさん

神行堂山
（南三陸町）

こ～ぷの森
たつかねさん

田束山
（南三陸町）

こ～ぷの森
さだとうやま

貞任山
（南三陸町）

こ～ぷの森
たてかみやま

立神山
（石巻市）

こ～ぷの森
だいがもり

台ヶ森
（大和町）

こ～ぷの森
あらはま

荒浜
（仙台市若林区）

こ～ぷの森
もにわやま

茂庭山
（仙台市太白区）

こ～ぷの森
こづかやま

小塚山
（丸森町）

こ～ぷの森
しちかしゅく

七ヶ宿
（七ヶ宿町）

こ～ぷの森
むかいおおくらやま

向大倉山
（仙台市青葉区）

こ～ぷの森
よしなりやま

吉成山
（仙台市青葉区）

こ～ぷの森
ながくらやま

永倉山
（仙台市泉区）

こ～ぷの森
あらおだけ

荒雄岳
（大崎市）

生協は、商品を通した国際貢献や開発途上国の子どもたちを支援するユニセフの活動を支援していま
す。また、原爆や戦争の悲惨さに目を向け、平和の大切さについて考える活動も続けています。

2023年度 ユニセフ募金額

2023年度ユニセフ緊急募金

一　般　募　金
リサイクル(紙パック回収)募金

リサイクル(ペットボトルキャップ回収)募金
合　　　　　計

4,166,695円
2,792,031円
175,922円
7,134,648円

2,610,144円
102,298円

0円
2,712,442円

6,776,839円
2,894,329円
175,922円
9,847,090円

みやぎ ふくしま 合　計

トルコ・シリア地震緊急募金
リビア洪水緊急募金

アフガニスタン地震緊急募金
ガザ人道危機緊急募金
合　　　　　　計

6,659,306円
500,000円
500,000円
1,777,634円
9,436,940円

1,025,918円
200,000円
200,000円
660,837円
2,086,755円

7,685,224円
700,000円
700,000円
2,438,471円
11,523,695円

■コープ商品を通じた貢献

メンバー（組合員）による国際貢献

平和を守る活動

平和な国際社会に向けて

　「CO・OPコアノンシ
リーズ」いずれか１パッ
クお買い上げいただくご
とに１円がアンゴラ共和
国に寄付され、楽しく学
べる環境づくりに使われ
ます。

CO・OPコアノンスマイルスクールプロジェクト

■ユニセフ 募金活動

　店舗での募金箱やレジ募金、
宅配注文書からの募金などを通
じて、メンバー（組合員）とともに
ユニセフを支援しています。

　「ピースアクションinヒロシマ」の現地参加が4年ぶりに再開しました。メンバー（組合
員）の皆様からの平和募金を活用し、親子3組を含む9人を派遣しました。
　その後の「ヒロシマ派遣報告会～ 未来につなぐヒロシマの心 」では、原爆投下から78
年が経過し、大きく変化する世界情勢の中で改めて平和の尊さに思いを馳せ、戦争も核
兵器もない平和な世界を求める願いを、世代を超えて交流・共有することができました。
派遣された小学6年生から「僕が３日間で見たこと、聞いた事を、ずっと忘れないでいよう
と思います。そして、沢山の人に伝えていきたいです。どうしたら争いが起きない世界にな
るかを考え続け、小さな平和に感謝して生きていきたいです。」との感想もあり、意義のあ
る平和の取り組みとなりました。　　　　
 また、へいわの輪絵本プロジェクト「絵本キャラバン」を宮城県・福島県内38会場で実施
しました。「へいわやしあわせ」を感じるたくさんの絵本を手に取り、様々な思いを共有する
場面が多く見られました。

　キャンペーン期間内に対象の
コープ商品を1点お買い上げい
ただくごとに1円が国連WFP
（世界食糧計画）に寄付されま
す。寄付金は、毎年指定された
開発途上国の「学校給食プロ
グラム」に役立てられます。

CO・OP×レッドカップキャンペーン

み
やぎ

ふ
くしま

こ～ぷの森協賛企業様からの募金贈呈式

秋の森観察会

4年ぶりに開催された「ヒロシマ派遣報告会」。
参加者は派遣された皆さんの報告に聞き入っ
ていました。

絵本でつなごう「へいわの輪」
　　　 プロジェクトサイト▶

（すべてみやぎ＋ふくしま合計金額）

メンバー（組合員）と進める環境活動
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 また、へいわの輪絵本プロジェクト「絵本キャラバン」を宮城県・福島県内38会場で実施
しました。「へいわやしあわせ」を感じるたくさんの絵本を手に取り、様々な思いを共有する
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　キャンペーン期間内に対象の
コープ商品を1点お買い上げい
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メンバー（組合員）と進める環境活動
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第43回（2024年）総代会　選挙区別 総代定数

宮城県地域区

宮城県学校部職域区

福島県地域区

合 計

846人

11人

232人

1,089人

58

総代定数選挙区数

8

12

78

701,036人

メンバー
（組合員）数

8,166人

190,545人

899,747人※

最高議決機関 総代会

経営体制と意思決定

　みやぎ生協・コープふくしまでは、メンバー（組合員）の中から
選ばれた「総代」による「総代会」で毎年の方針・事業計画などが
決定されます。総代は、事業地域を基にした地域区と学校部職域
区（宮城県のみ）の選挙区から選挙で選ばれます。

組織合同の概要

2019年 3生協が組織合同 （みやぎ生協・コープふくしま・福島県南生協）

生活協同組合連合会  コープ東北サンネット事業連合

　2019年度より、みやぎ生協、コープふく
しま、福島県南生協の3生協が組織合同し
ました。

　組織合同による目的は次の4つです。
　　１  事業革新とコスト構造改革
　　２  スケールを生かした事業効率化
　　３  福島県内での事業・組織率拡大
　　４  人材の確保

　「地域のメンバー（組合員）のくらしの向
上に貢献し続ける」という使命実現のため、
組織合同という形で連携を強めました。

　1995年にいわて生協、生協共立社、みやぎ生協が設立した事業連合で、商品仕入れを共同で行う
ことにより、それぞれの地域で事業経営力の強化を図ることを主な目的としています。現在は、東北
6県7生協が加盟し、店舗事業、宅配事業、食品の安全安心、物流、システムなどの分野で統一・共同
が進んでいます。（通称：コープ東北）

業務執行体制

　日常的には各役員・本部長・部長が責任を持って、総代会の決定に基づき業務を執行します。また、監事は理事の職務
の執行と会計監査などを行っています。

■コープ東北のデータ

●会員生協の組合員数（2024年3月20日時点）
●代表
　代表理事 理事長 倉田秀昭

●本部所在地
　宮城県仙台市泉区八乙女4-2-2

●設立
　1995年5月12日

●会員数
　東北6県7生協

●供給高（会員生協への供給）
　1,359億2百万円

みんなで

出資

みんなで

運営
みんなで

利用

※選出基準組合員数は、2023年12月20日現在の組合員数から住所不明及び
　未登録組合員数を除いた数です。

コープあいづ
57,760人

コープあおもり
159,933人

青森県民生協
119,158人

コープあきた
137,435人

いわて生協
286,788人

生協共立社
164,119人

合計
1,904,093人

みやぎ生協
コープふくしま
978,900人

　基本的に毎月1回開催し、総代
会で承認された方針の意思決定、
代表理事や常勤理事会の日常業
務の執行状況などを確認します。

理事会

　総代会で選出された監事が理
事会の業務執行状況や会計の監
査を独立した機関として実施し、
その結果を毎年総代会に報告し
ます。

監事（会）
メンバー（組合員） 

総代 

理事会 監事

常勤理事会 

選任

選任

チェック

チェック

みやぎ生協
エリア

コープふくしま
エリア

福島県南
生協エリア

会津

南会津

み
やぎ

ふ
くしま
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生活協同組合連合会  コープ東北サンネット事業連合

　2019年度より、みやぎ生協、コープふく
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ました。

　組織合同による目的は次の4つです。
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　　２  スケールを生かした事業効率化
　　３  福島県内での事業・組織率拡大
　　４  人材の確保

　「地域のメンバー（組合員）のくらしの向
上に貢献し続ける」という使命実現のため、
組織合同という形で連携を強めました。

　1995年にいわて生協、生協共立社、みやぎ生協が設立した事業連合で、商品仕入れを共同で行う
ことにより、それぞれの地域で事業経営力の強化を図ることを主な目的としています。現在は、東北
6県7生協が加盟し、店舗事業、宅配事業、食品の安全安心、物流、システムなどの分野で統一・共同
が進んでいます。（通称：コープ東北）

業務執行体制

　日常的には各役員・本部長・部長が責任を持って、総代会の決定に基づき業務を執行します。また、監事は理事の職務
の執行と会計監査などを行っています。

■コープ東北のデータ

●会員生協の組合員数（2024年3月20日時点）
●代表
　代表理事 理事長 倉田秀昭

●本部所在地
　宮城県仙台市泉区八乙女4-2-2

●設立
　1995年5月12日

●会員数
　東北6県7生協

●供給高（会員生協への供給）
　1,359億2百万円

みんなで

出資

みんなで

運営
みんなで

利用

※選出基準組合員数は、2023年12月20日現在の組合員数から住所不明及び
　未登録組合員数を除いた数です。

コープあいづ
57,760人

コープあおもり
159,933人

青森県民生協
119,158人

コープあきた
137,435人

いわて生協
286,788人

生協共立社
164,119人

合計
1,904,093人

みやぎ生協
コープふくしま
978,900人

　基本的に毎月1回開催し、総代
会で承認された方針の意思決定、
代表理事や常勤理事会の日常業
務の執行状況などを確認します。

理事会

　総代会で選出された監事が理
事会の業務執行状況や会計の監
査を独立した機関として実施し、
その結果を毎年総代会に報告し
ます。

監事（会）
メンバー（組合員） 

総代 

理事会 監事

常勤理事会 

選任

選任

チェック

チェック

みやぎ生協
エリア

コープふくしま
エリア

福島県南
生協エリア

会津

南会津

み
やぎ

ふ
くしま
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組合員との取引価額総額

内部統制

7つの内部統制体制 コンプライアンスの徹底

みやぎ生協・コープふくしまの概況

■内部統制システム整備 基本方針

　みやぎ生協・コープふくしまは、内部統制システム整備に関わる基本方針を定め、7つの体制の整備を進めています。これによ
り、内部統制の４つの目的である、「事業活動に関わるコンプライアンスの徹底」「職務の有効性と効率性」「財務報告の信頼
性の確保」「資産の保全」の達成をめざして取り組んでいます。

　みやぎ生協・コープふくしまで
は、上記基本方針にもとづき、毎年
「内部統制システム整備実行計
画」を策定しています。年間の共通
重点課題を設定するとともに、各
部に内在するリスクを評価し、年間
を通して継続してリスク管理に取
り組んでおり、四半期に一度、課題
の進捗状況を確認しています。
　また日常的に各部でモニタリン
グを行い、リスク管理が適切に実
行されているか検証するとともに、
独立した立場から内部監査担当に
よる内部監査を実施しています。

　みやぎ生協・コープふくしまでは、ステークホルダーとの協同・連帯を大切にしながら、業務の効率性、提供する商品や
サービスの質の向上に努めています。

１
２
３
４
５
６
７

コンプライアンス体制
情報管理体制
リスク管理体制
効率性確保体制
子会社などの管理体制
監事監査確保体制
監事への報告体制

日常的な実行計画 組織全体での内部統制システム整備実行サイクル

（数字は2024年3月20日時点）

名　称　 みやぎ生活協同組合　　　設　立　 1982年3月21日

本部所在地　 〒981-3194 宮城県仙台市泉区八乙女4-2-2

メンバー（組合員）数　 978,900人

（出向者等を含む）

（単位 百万円）

店舗・宅配 事業所数

職員数

子会社・関係団体一覧

経営概況

1,276

274

449

4,138

1,800

7,937

レギュラー職員

エリア職員

嘱託職員

パートナー職員

アルバイター職員

計

ホームページに
掲載しています。

11

店舗
●うち直営SM型
●うちA&COOP
 （農協と共同運営）

コンビニ
宅配センター

みやぎ

47

2

2
6

ふくしま

12
49 12

0

0

法人名 主な事業内容

高齢者福祉・介護事業、保育園事業

FamilyMart + COOPの経営

A & COOPの経営

ベーカリー

不動産賃貸

学校用品販売・アフタースクール事業・宅配水・コインランドリー

社会福祉法人　こーぷ福祉会

（株）コープコンビニエンス

（株）コープストア

（株）スクラムファイブ

（株）コープエステート

（株）宮城県学校用品協会

コンプライアンス

年間計画

4半期ごとの
報告と改善

部署ごとの
具体的課題設定と

実施

公正な取引内部通報制度

法令順守

外部通報制度

内部統制システム整備実行計画

●うち店舗事業

●うち宅配事業

●うちサービス事業

●うちエネルギー事業

89,430

46,537

2,079

4,203

141,190総額

コンプライアンス…
生協の健全かつ適正な業務運営
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組合員との取引価額総額

内部統制

7つの内部統制体制 コンプライアンスの徹底

みやぎ生協・コープふくしまの概況

■内部統制システム整備 基本方針

　みやぎ生協・コープふくしまは、内部統制システム整備に関わる基本方針を定め、7つの体制の整備を進めています。これによ
り、内部統制の４つの目的である、「事業活動に関わるコンプライアンスの徹底」「職務の有効性と効率性」「財務報告の信頼
性の確保」「資産の保全」の達成をめざして取り組んでいます。

　みやぎ生協・コープふくしまで
は、上記基本方針にもとづき、毎年
「内部統制システム整備実行計
画」を策定しています。年間の共通
重点課題を設定するとともに、各
部に内在するリスクを評価し、年間
を通して継続してリスク管理に取
り組んでおり、四半期に一度、課題
の進捗状況を確認しています。
　また日常的に各部でモニタリン
グを行い、リスク管理が適切に実
行されているか検証するとともに、
独立した立場から内部監査担当に
よる内部監査を実施しています。

　みやぎ生協・コープふくしまでは、ステークホルダーとの協同・連帯を大切にしながら、業務の効率性、提供する商品や
サービスの質の向上に努めています。

１
２
３
４
５
６
７

コンプライアンス体制
情報管理体制
リスク管理体制
効率性確保体制
子会社などの管理体制
監事監査確保体制
監事への報告体制

日常的な実行計画 組織全体での内部統制システム整備実行サイクル

（数字は2024年3月20日時点）

名　称　 みやぎ生活協同組合　　　設　立　 1982年3月21日

本部所在地　 〒981-3194 宮城県仙台市泉区八乙女4-2-2

メンバー（組合員）数　 978,900人

（出向者等を含む）

（単位 百万円）

店舗・宅配 事業所数

職員数

子会社・関係団体一覧

経営概況

1,276

274

449

4,138

1,800

7,937

レギュラー職員

エリア職員

嘱託職員

パートナー職員

アルバイター職員

計

ホームページに
掲載しています。

11

店舗
●うち直営SM型
●うちA&COOP
 （農協と共同運営）

コンビニ
宅配センター

みやぎ

47

2

2
6

ふくしま

12
49 12

0

0

法人名 主な事業内容

高齢者福祉・介護事業、保育園事業

FamilyMart + COOPの経営

A & COOPの経営

ベーカリー

不動産賃貸

学校用品販売・アフタースクール事業・宅配水・コインランドリー

社会福祉法人　こーぷ福祉会

（株）コープコンビニエンス

（株）コープストア

（株）スクラムファイブ

（株）コープエステート

（株）宮城県学校用品協会

コンプライアンス

年間計画

4半期ごとの
報告と改善

部署ごとの
具体的課題設定と

実施

公正な取引内部通報制度

法令順守

外部通報制度

内部統制システム整備実行計画

●うち店舗事業

●うち宅配事業

●うちサービス事業

●うちエネルギー事業

89,430

46,537

2,079

4,203

141,190総額

コンプライアンス…
生協の健全かつ適正な業務運営
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